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１．研究成果の概要 

 本研究ではまず、企業や企業家による文化・芸術関連活動に注目し、個別企業による文化・芸術活動の歴史

的展開や、そうした活動を牽引してきた企業家の行為やその背景にある思想、企業家精神について、先行研究

の整理を中心に行った。ここでは特に、企業あるいは企業家が文化・芸術に関わる活動を行うなかで、社会に

おいて文化創出という点でどのような役割を担っているか、また、そうした活動が、企業そのものが有する文

化にどのような影響を与えるかといった、企業による文化・芸術活動と企業文化、そして社会との有機的なつ

ながりという点に注目して検討した。また、19 世紀後半にイギリスでおこった、ジョン・ラスキンやウィリア

ム・モリスらによるアーツ・アンド・クラフト運動や、それを主導したモリス商会の事業活動や企業家精神に

関する先行研究整理を併せて行うことで、文化・芸術関連活動における企業家精神の相違や共通点、日本にお

けるアーツ・アンド・クラフト運動の受容や企業家に対する影響についても検討を加えた。 

 2023 年度においては、上記の先行研究整理に加えて、国際比較の観点から企業による文化・芸術関連活動

の検討を行うことで概ね順調に進展したものの、これらをふまえたより詳細な実証研究には至らなかった。こ

ちらについては、理論的な検討を継続しつつも、企業資料館の訪問や資料調査を重ねることで、多様な資料を

用いた実証研究を行い、論文の執筆を行う。 
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３．主な経費 
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